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　今から 30 年前，私が研修医の時の肝切除といえば，命がけの大手術であった．肝葉切除ともなれ
ば毎回大量出血に備え，手術当日の早朝から患者の身内や友人を 20 人ほど集め，昼までかけて生血
を採取するのがわれわれフレッシュマンの仕事であった．研修 2 年目，初めての出張病院では，アッ
ペ，ヘモ，ヘルニアを沢山経験させていただき，次はマーゲン，コロンと意気込むのが駆け出し外科
医の風物詩であった．しかし，肝切除となると当時の外科部長でさえ滅多なことでは手が出せず，大
腸癌の肝転移など発見しようものならば，患者家族を呼んで先が長くないことを伝えたものであっ
た．
　時は流れ，この分野の医療の内容は目覚ましく進歩した．切除不能大腸癌の化学療法では 5-FU／
LV では 13 か月であった生存期間中央値が FOLFIRI／FOLFOX＋分子標的薬では 27 か月と 2 倍に
なった．ひょっとしたら外科医の仕事がなくなってしまうのでは…と心配になるが，まだ化学療法に
そこまでの効力はない．むしろ強力な化学療法により conversion 症例が増加し，かえって肝切除が
増えているように見える．一方，肝切除の技術や周術期管理の進歩も目を見張るものがあり，超音波
吸引装置，ソフト凝固ジェネレーター，腹腔鏡などの器具の進歩とともに無輸血大肝切除も“普通の
こと”になっている．ここまで肝切除が安定すれば，二期的肝切除や ALPPS などのアクロバット手
術が提案されるのも頷ける．
　増加の一途をたどる大腸癌症例の診療において，肝転移は主たる課題であり，これには大腸外科医
ばかりでなく，肝臓外科医，化学療法医が深く関わる．化学療法も肝切除術も高度に発達した今，こ
れらを駆使して肝転移と闘うことは，担当医にとって大変やり甲斐のあることである．しかし，それ
ぞれの専門家が多くの患者を抱え込み，自分の専門に固執した治療に走れば患者は不幸である．本特
集では，大腸癌肝転移に対する最新の治療戦略を網羅した．部門や診療科を越えた協力関係をますま
す強固にするためにお役立ていただければ，幸いである． （田邉　稔）
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